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1 五泉小学校
（五泉北中学校）

H２４年度
（R3)

県道白根安
田線

五泉市泉町１
丁目地内
（JR磐越西線
踏切前後の県
道沿い）

主要地方道白根安田線の金津街道踏切付
近は、道幅が狭い上に交通量が多く、児
童の通学の際に危険である。

交通 Ｒ12年度
予定

新潟県

歩道の
設置

(L=270
m)

Ｒ7年度
完了

新潟県

歩道の
設置

(L=530
m)

R５年度
完了

道路管理
者（新潟
県）

外側線の
引き直し
及び路面
表示(ドッ
ト)の設置

R２年度：踏切拡幅完了。
R５年度：外側線引き直し、路面標示
（ドット）の設置
Ｒ７年度：Ｒ３点検対象L=530mの
対策完了
歩道設置工事継続中。

2
五泉小学校

(五泉北中学校)
R４年度

県道白根安
田線

土深地内
土深地内の県道は、道路幅員が狭い上に
交通量が多く、通学の際に危険であるた
め、歩道の設置が可能か。

交通 未定 新潟県
歩道の設

置

【委員による追加箇所】

○同一路線の歩道設置済み区域と接
続できるよう事業要望をあげていく
（新潟県）

3 五泉小学校
R6

市道伊勢の
川三本木船
越線

三本木２丁目
地内

三本木２丁目の六島クリニック建設予定
地付近に新しい家が建って以降、児童が
通学路として利用している用水路脇の細
い道に多くの車が往来するようになっ
た。道も狭く、接触に気を付けて往来す
るようになっている。

交通 R6年度 学校 交通安全
指導

未定 都市整備課

開発時の
道路拡幅
に併せ
て、カ
ラー舗装
等の設置

道路東側に面している建物建設予定
地の進捗が不明であり、道路の構造
が将来不透明である。
着手には建設予定等が確定する必要
がある。
交通安全指導は随時。
応急で一部の路肩、敷砂利。

4 五泉南小学校
（五泉中学校）

R3年度
県道五泉停
車場石曽根
線

下木越地内
（木越簡易郵
便局～板谷設
備工業）

県道４０３号五泉石曽根線、木越簡易郵
便局と（有）板谷設備工業の間は、木越
方面から走行する車両にとって道路幅が
広くなり、急激に加速する車両が多い。
路側帯を歩く児童との接触事故が心配さ
れる。
板谷設備工業付近で歩道がなくなる
（カーブに伴うガードレールはあるが、
外側は水路のため車道側しか通行できな
い）が、通学児童が通行するため歩道設
置要望あり。

交通 未定 新潟県
歩道延長
検討

Ｒ4年度
完了

道路管理
者（新潟
県）

ドットラ
インの整

備

5 五泉東小学校 R6

市道赤海太
田新田2号線
県道東南環
状線

太田2丁目地
内

中谷医院前の五差路が、道が狭い上、車
通りが多く危ない。

交通 未定
都市整備

課

横断歩道
設置に併
せた道路
構造の変

更

未定 五泉警察署

現時点で
横断歩道
は設置し
ない

横断歩道の設置に関して検討。（五
泉警察署）
横断歩道の設置が可能であれば、併
せて道路構造を変更する。（都市整
備課）

6 川東小学校
（川東中学校）

R3年度
国道２９０
号／赤羽郷
屋線

中川新地内
（国道２９０
号早出端交差
点）

国道290号線「早出端」交差点付近
は、交通量も大変多く、大型車も多い。
交差点付近では、児童のスクールバスの
停留所もあり、横断歩道を渡る際にも危
険である。交差点付近の滞留所の整備に
ついて地域住民から要望が出ている。

交通 Ｒ3年度
教育委員
会・学校

バスルー
ト変更

R3年度
（随時）

学校 通学指導
Ｒ7年度
完了

新潟県

安全施設
（歩行者
溜り）の
設置

R５年度
完了

道路管理
者（新潟
県）

車道分離
標(ﾗﾊﾞｰ
ﾎﾟｰﾙ)の設

置

○バスルート変更：国道に曲がらず
通過するルートおよびバス停位置に
変更
※バスルート変更後も横断者０名に
はできないため、安全対策検討（安
全施設の設置）⇒完了までの当面の
対応としてＲ５ラバーポール設置
R6より事業化し、整備中⇒R7年10
月に工事契約予定で年内現場完了予
定

備考

通学路合同点検対策箇所一覧（未完了分）：進捗状況（R8.3末）
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7 川東小学校
(川東中学校)

Ｒ５年度
県道矢津猿
和田停車場
線

猿和田地内
（猿和田踏切
前～川東小
プール脇）

県道矢津猿和田停車場線の中川新地内
は、踏切から学校プール横までの道路
は、道幅が狭いが、歩道がない。
※過去に注意喚起看板や安全指導などの
対策は実施済

交通
R10年度
予定

新潟県
道路改良
（歩道設
置含む）

R6より事業化し、整備中
R1・R3点検実施

8 巣本小学校
(五泉北中学校)

R４年度
県道馬下論
瀬線

上郷屋地内
上郷屋集落内の県道は、道路幅員が狭い
うえに交通量が多く、通学の際に危険で
あるため、歩道の設置が可能か。

交通
R9年度予

定
新潟県

歩道の設
置

委員による追加箇所】

○既存歩道の延長をR５年度に事業化
し、整備中（新潟県）

9 巣本小学校
(五泉北中学校)

Ｒ５年度

上郷屋清瀬
川原線／清
瀬上郷屋線
／清瀬北２
号線

清瀬地内（五
差路）

交通量が多く、ダンプの走行も多い。変
則五差路であり、以前から危険な場所で
ある。(地域からの要望）朝の通学時間
帯など安全に横断できる対策が取れない
か

交通
R7年度
完了

都市整備課

外側線・
ガード
レールな
どの位置
変更によ
る交差点
再整備

Ｒ7年度
完了

五泉警察署

横断歩道
は設置し
ない

境保全課より追加

H30・R3点検実施/点検とは別にR4
対策実施
⇒横断歩道については、検討の結果
設置しない。

10 大蒲原小学校 R6年度
青橋村中2
号線

青橋
能代川左岸堤防部、欅伐採に伴
い、河川部との高低差があり、危
険が生じる。

交通
Ｒ7年度
完了

都市整備課
転落防止
柵の設置

【委員による追加箇所】
町内要望あり

危険なため、転落防止柵を設置。

11 大蒲原小学校 R6年度
中野橋西
線

中野橋
水路の水路断面が大きいことと、
市道との高低差があり、危険が生
じる。

交通
Ｒ7年度
完了

都市整備課
転落防止
柵の設置

【委員による追加箇所】
町内要望あり

危険なため、転落防止柵を設置。

12 大蒲原小学校 R6年度
県道下戸
倉五泉線

中野橋

県道の東側には歩道があるが横断
歩道がないため、児童が県道を横
断するのが危険な箇所となってい
る。

交通 未定 都市整備課

横断歩道
の設置が
出来るよ
う構造の
検討

未定 五泉警察署
横断歩道
の設置

R6年度完
了

環境保全
課

カーブミ
ラーの設

置

【委員による追加箇所】
町内要望あり

横断歩道設置を検討。

13 村松小学校
（村松桜中学校）

H２７年度
（R3)

国道290号

五泉市城下２
丁目地内
（城下葵組交
差点～山王苑
入口交差点）

城下葵組交差点から、山王苑入口交差点
付近まで歩道が無く、交通量も多く危険
である。

交通 未定 新潟県
歩道の
設置

R５年度
完了

新潟県
外側線の
引き直し

Ｈ２９年度から事業化して用地買
収・物件補償を進め、並行してＨ３
０年度から本格的に工事に着手。Ｒ
４年度以降は用地買収を継続。
⇒完了までの当面の対応としてＲ５
外側線の引き直し実施。

14 愛宕小学校
（村松桜中学校）

R3年度
県道五泉停
車場石曽根
線

宮野下・本田
屋地内
（古丹先）

この道路は細いが、旧五泉市内からの抜
け道になるので、交通量もある。路肩の
水路にふたをすることで、歩道の確保に
ならないか。

交通
R7年度完

了
新潟県

側溝の蓋
設置

R５年度
完了

新潟県
外側線の
引き直し

・Ｈ2９点検実施（カラー舗装実施）
○側溝の蓋設置：令和５年度から実
施予定⇒完了までの当面の対応とし
てＲ５外側線の引き直し実施⇒R7年
10月現場完了予定

15 愛宕小学校
（村松桜中学校）

H29・R3
年度

国道２９０
号

上木越地内
（加藤生コン
前）

上木越の加藤生コン前の道路は大型のト
ラックを含め通行量が非常に多い上に、
スピードを出す車が多い。分離された歩
道が無いところがある。自動車と歩行者
の接触事故が危惧される。そのため、白
線内の歩く幅を広げて確保してほしい。

交通
R3年度
（随時）

学校 通学指導
R9年度予

定
新潟県

歩道の設
置

L=250m
区間

R8年度予
定

新潟県

歩道の設
置

L=300m
区間

R５年度
完了

新潟県
外側線の
引き直し

・R29点検実施（歩道の設置につい
てR3より事業実施：完了時期未定）
令和５年度以降も、引続き用地測
量・買収などを進める。⇒完了まで
の当面の対応としてＲ５外側線の引
き直し実施⇒R7年8月より工事着手
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16
愛宕小学校

(村松桜中学校)
Ｒ５年度 国道290号

石曽根・愛宕
地内（本村）

リオンドール隣のアパートに住む児童が
多く、縁石のある歩道を通学路としてい
るため、道路を横断する必要がある。横
断歩道は、学校から遠ざかった箇所に引
かれている。横断歩道の設置ができない
か。

交通
R7年度予

定
教育委員

会

地先意向
確認

⇒同意得
られず

随時 学校 通学指導 未定 新潟県

南側に歩
道設置が
可能か検

討

未定 五泉警察書

地先の意
向確認
後、横断
歩道の移

設

・既存横断歩道を撤去すれば、横断歩道
設置は可能。地域の意向確認が必要（五
泉警察署）

⇒横断歩道の設置・撤去について、町内
意向とりまとめについて検討していく
（学校教育課）
横断歩道移設が実施されない限り、既存
横断歩道の利用を引き続き指導（学校）

⇒地先の意向確認の結果、既存横断歩道
の撤去はできない。新設の横断歩道の設
置もできないため、道路構造の変更につ
いて検討が必要。
降雪時には、該当箇所が危険箇所となる
ため、通学路を迂回するよう通学指導を
行う。

17 村松桜中学校１
(大蒲原小学校)

Ｒ５年度
県道新潟村
松三川線

愛宕地内（村
松公園桜並
木）

村松公園付近では、特に下校時の交通量
が多い。自転車、徒歩通学生徒、自動車
が多く行き交うため、危険と感じてい
る。道路拡幅などができないか。

交通
R５年度
完了

（随時）
学校

交通安全
指導（自
転車通
学）

R8年度
予定

新潟県

安全施設
（路面標
示等）を
検討中

R５年度
完了

新潟県

路肩の雑
草処理
（路肩明
確化）

・道路拡幅が可能かは検討（新潟
県）

H28に住宅側（公園通）の点検実施/
道路両側（桜並木公園敷地：国有
地）


